
木津川市国民健康保険運営協議会　会議要旨
	会議名
	平成２９年度第２回木津川市国民健康保険運営協議会

	日時
	平成３０年１月２５日(木)

午後２時００分から午後４時００分
	場所
	木津川市役所　５階　

全員協議会室

	出席者
	委員

■：出席

□:欠席
	１号委員

（被保険者代表）
	■大西寛美 委員、□桝井惠子 委員、■尾﨑田鶴 委員

■樋垣育夫 委員、□村上惠子 委員、■福井保知 委員

	
	
	２号委員

(保険医・保険薬剤師代表)
	□飯田泰啓 委員、■池田滋司 委員、■若菜和雄 委員

□木村英城 委員、□内藤邦夫 委員、■川田雅彦 委員

	
	
	３号委員

（公益代表）
	■福井博敏 委員、■佐々木慧 委員、□堀　英延 委員

■山本　貢 委員、■武田博利　委員、■三浦孝啓 委員

	
	市理事者
	■河井市長

	
	庶務（事務局）
	市民部　金森部長
国保年金課： 前川課長、清水課長補佐　松下係長、日高主任

	傍聴者
	１名

	議題


	１．開会

２．資格審査

３．会長あいさつ

４．市長あいさつ
５．会議録署名委員の指名

６．議事
　（１）平成３０年度木津川市国民健康保険税の改定に係る諮問について

　（２）平成３０年度木津川市国民健康保険事業計画（案）について

　（３）平成３０年度木津川市国民健康保険特別会計予算（案）について
７．その他
　（１）木津川市国民健康保険第２期データヘルス計画について
　（２）今後の国制度の改正予定について

８．閉会

	会議結果要旨


	１．開会

　　　・　開会宣言

２．資格審査
・　会議成立の資格審査
３．会長あいさつ

　　　・　福井会長あいさつ

４．市長あいさつ

　　　・　河井市長あいさつ
５．会議録署名委員の指名

　　　・　協議会の定めによる会議録署名委員の指名

６．議事
　（１）平成３０年度木津川市国民健康保険税の改定に係る諮問について
　　　　　・　平成３０年度木津川国民健康保険税の改定に係る諮問の説明
　　　　　・　質疑応答
　　　　　・　答申決定
（２）平成３０年度木津川市国民健康保険事業計画（案）について

・　平成３０年度木津川市国民健康保険事業計画（案）の説明
・　質疑・応答
　（３）平成３０年度木津川市国民健康保険特別会計予算（案）について

　　　　　・　平成３０年度木津川市国民健康保険特別会計予算（案）の説明

　　　　　・　質疑・応答
７．その他
　（１）木津川市国民健康保険第２期データヘルス計画について

　　　　　・　木津川市国民健康保険第２期データヘルス計画の説明
　　　　　・　意見及び質疑・応答
　（２）今後の国制度の改正予定について
　　　　　・　今後の国制度の改正予定の説明
　　　　　・　意見及び質疑・応答
８. 閉会

・　議事終了及び議長降壇

・　閉会宣言

	
	１．開会

　　　事務局が開会を宣言した。
２．資格審査

委員１８名中 １２名の出席により、会議が成立していることを確認した。
３．会長あいさつ
　　　　福井会長が開会に際してあいさつを行った。

　　　　要旨は、次のとおり。

・　本日市長から平成３０年度国保税率の改正について諮問があった。
　　　　　　・　諮問事項を含め議事案件について、慎重なる審議をお願いしたい。

４．市長あいさつ

　　　河井市長があいさつを行った。
要旨は、次のとおり。
　　・　平成３０年度からの国保広域化に向けた勉強会の参加等へのお礼。

・　国民健康保険は、高齢者や低所得者の加入割合が高いことなど構造的な問題を抱えており、平成３０年度からは問題解決に向けて都道府県が国保の財政主体として保険者に加わることとなった。
・　本日、平成３０年度の国民健康保険税率について諮問させていただいた。適正な国保税率をご審議いただきたい。
５．会議録署名委員の指名

会議録署名委員として樋垣委員と川田委員を指名した。
６．議事
　　　　福井会長が議長となり議事を進行した。
　（１）　審議　平成３０年度木津川国民健康保険税の改定に係る諮問について

【配布資料】

　　・　これまでの運営協議会、委員勉強会のまとめ
　　・　国民健康保険税率の改定について（案）
　　・　保険税率改定（案）におけるモデル世帯保険税額比較表

【事務局説明の概要】

　　　　　　・　諮問された国民健康保険税率について次の内容を説明
改　正　事　項
現　　行
改　正　後
基礎課税額に係る
所得割額（率）
１００分の８．３
１００分の８．０
基礎課税額に係る
被保険者均等割額
２６，０００円
２６，０００円
基礎課税額に係る
世帯別平等割額
２２，０００円
２１，０００円
後期高齢者支援金等課税額の所得割額（率）
１００分の１．８
１００分の２．２
後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額
７，２００円
７，８００円
後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額
６，０００円
６，０００円
介護納付金課税被保険者に係る所得割額（率）
１００分の２．３
１００分の２．４
介護納付金課税被保険者に係る被保険者均等割額
　８，８００円
　９，４００円
介護納付金課税被保険者に係る世帯別平等割額
　５，３００円
　５，２００円
　　　　　
　　・　保険税を算定するにあたって考慮した事項
　　　◎現状の保険税率のままでは収入が不足されると想定される金額を府が
　　　　示す標準負担料率を用いて試算した不足額→４，６００万円
　　　◎激変緩和措置の終了を見据えた不足額→６，７００万円
　　　◎標準率に含まれる継続的に発生しない平成３０年度の必要額
前期高齢者交付金精算額→２，２００万円
府広域化等支援基金からの借入額に対する償還→１，３２０円
＊総額６，６００万円を５年間で償還
　　　◎地方単独事業に係る医療費の国補助金の一部減額分は法定外一般会計　
　　　　繰入金での対応を検討→３，２００万円　
　　◎今後人間ドック事業の見直しを検討し、減る支出→４００万円　
　　　　【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
○　人間ドック事業の見直しによる支出が減るとはどういう計算か
　　　　　　➤　今後、検討が必要だが、勉強会での意見を踏まえ、仮に人間ドックで２，０００円、脳併用ドックで４，０００円の自己負担金引上げを行った場合で試算をした結果である。
　　　　　　○　歳入歳出の見直しのプロセスを検討したうえで保険税率見直しの方針を出すべきではないか
　　　　　　➤　勉強会でいただいた意見をもとに歳入歳出の見直しを行っている。また、保健事業の取り組みが評価されて国からの補助金が大きくなっており一般会計からの繰入額を減らすこともできている。

　　　　　　○　保健事業の手厚い取組みなどのよいところをもっとアピールするべき
　　　　　　➤　アピールを行うとともに、より努力をしていきたい。

○　保険税の滞納はどのくらいあるのか、なくすために対応はしているの
か。滞納に時効はあるのか。

➤　滞納額は約３億円。現年度分の収納率は平成２８年度で９５．３％であり京都府内でも上位となっている。京都府地方税機構と協力、連携しながら収納率の向上に努めている。滞納の時効は５年、場合によっては３年である。
○　滞納分に対する収納率はどうなっているのか。何か措置はとれないのか。滞納者の責任を納税者に押し付けるのはおかしいのではないか。滞納分は福祉施策として一般会計から繰り入れる等しなくては納税者に説明がつかない。
➤　滞納分の収納率は平成２８年度で１９．０９％。滞納者は生活困窮等のため払えない場合も多くご理解いただきたい。一般会計からの繰り入れ等も含めて、どのように対応するべきか検討していきたい。
○　不正請求等については何か取組みをしているのか。不正請求に係る金額は出ているのか。
➤　国保連合会に委託をしてレセプト点検を行うほか、外部業者に委託して資格点検を行っている。平成２７年度であるが診査により約５８００万円の効果があった。
　【意見まとめ】

　　◎国等へさらなる支援を求め、被保険者負担の軽減に努める必要がある
　　◎保険税率改定の場合は、被保険者の負担が急増しないよう、配慮する
　　◎一般会計からの法定外繰入の縮減に向け努める
　　◎人間ドック助成等、特定の者が受けるサービスについては、自己負担金
を見直す
　　◎歳入歳出予算の見直しを行い、保険税の改定幅を抑える　

　　　　【審議結果】

　　　　　　　承認

　（２）　審議　平成３０年度木津川市国民健康保険事業計画（案）について

【配布資料】

　　・　平成３０年度木津川市国民健康保険事業計画（案）

【事務局説明の概要】

　　　　　　　平成３０年度木津川市国民健康保険事業を実施するにあたって、次の点を重点施策とし国保事業の運営安定化を図る。

1 　医療費の適正化の推進
2 　国保税収納率の向上対策の推進
3 　（国保資格等）適用適正化の推進
4 　国保広域化の準備の推進
5 　保健事業の推進
6 　広報・啓発事業の推進
　　　　【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
○　ジェネリック差額通知を年１２回発送しているということだか、費用対効果はどうなっているのか。年１２回も通知する必要があるのか。通知数はどれくらいか。
　　　　　➤　事業費として３７３万４千円、通知を行ったことによる効果額４３９９万７４７円である。年１２回発送しているが、同一人物には４ヶ月に一度しか送付しない仕組みになっている。通知数は１万８７２９通である。
　　　　　　○　市の広報誌を使って、国保の周知啓発を行うと、国保ではない人もサービスを受けられると勘違いするのではないか。
　　　　　　➤　個別通知を行うと費用の問題がある。市民の方全員を対象にしているのか国保の方のみであるのかを誤解のおこらないように表現に気を付けていきたい。
　　　　【審議結果】

　　　　　　　承認

　（３）　審議　平成３０年度木津川市国民健康保険特別会計予算（案）について

【配布資料】

　　・　平成３０年度国民健康保険特別会計予算（案）（概要）について

【事務局説明の概要】

・　当初予算の規模は、69億91万1,000円を予定している。対前年度比で15.2％の減少である。予算規模の縮小は国保の都道府県化に伴うもので、国等からの交付金の多くを府が一括で受け入れることになったことなどが要因である。
・　保健事業として新たに多剤服薬者に対する通知を行い、被保険者の健康増進と医療費節減に努める。
・　一般会計繰入金（法定外繰入）として保健事業への繰入金と地方単独事業に対する国補助金カット分の繰入金がある。保険者努力支援制度に係る補助金が平成２８年度比で１，５７４万７，０００円の増額の見込みであることからこの補助金を保健事業に充当することにより繰入金を減少できている。
・　一般会計からの繰入金について予算の見直し、削減を行い今後も法定外繰入縮減に向けた努力を続けていく。
・　精神・結核付加給付金への繰入金は赤字補填目的の法定外繰入金が原則禁止となったことからとりやめることとした。
　【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
　なし

　　　　【審議結果】

　　　　　　　承認
６．その他
　（１）　木津川市国民健康保険第２期データヘルス計画について

【配布資料】

　　・　資料６　木津川市国民健康保険第２期データヘルス計画の策定につい
　　　て

【事務局の概要説明】

・　第１期データヘルス計画に基づき、平成３０年度から平成３５年度を期間とした第２期データヘルス計画を策定した。
・　特定健康診査に関連した３事業については第１期計画で実施した内容を見直し、業者委託から自前での実施に変更した。
・　ポピュレーションアプローチとして健康教育事業、ハイリスクアプロ
ーチとして糖尿病性腎症重症化予防事業、後発医薬品差額通知事業の第１期
計画からの継続実施。
　　・　新たな取り組みとして服薬情報通知事業を計画しており、相楽医師会・相楽薬剤師会と協議を行う予定。　
　　　　【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
　　なし

　（２）　今後の国制度の改正予定について
　　　　【配布資料】
　　　　　　・　資料７　今後の国制度の予定（保険税関連）
　　　　【事務局の概要説明】
　　　　　　・　平成３０年から保険税医療分賦課限度額の引上げ、法定軽減に係る所得判定基準額の緩和が検討されている。これらについては例年でいうと３月末頃に法が可決され、４月１日施行となることから本協議会で審議をいただく時間がない、法令の可決を条件として市条例改正手続きをさせていただきたい。
　　　　【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
　　なし
【審議結果】
　　　承認

７．閉会

議事の終了を受けて議長が降壇、全日程を終え事務局が閉会を宣言した。

	その他
特記事項
	特になし
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